
地下水メーター等検針予定数（令和４年度以降）

１　行程別検針メーター数（年間延べ個数） ＊検針行程について

Ｍ１ Ｍ２ Ｍ３ Ｍ４ 合計

合計 14,160 2,510 3,470 1,990 22,130

全体に占める割合 63.99% 11.34% 15.68% 8.99% 100.00%

２　区別各行程検針メーター数（年間延べ個数）

月 行程 中央 北 東 白石 豊平 南 西 厚別 手稲 清田 計 全体に占める割合

Ｍ１ 2,490 914 501 714 767 702 489 177 106 70 6,930 64.24%

Ｍ２ 449 142 77 47 17 213 100 148 59 148 1,400 12.97%

Ｍ３ 923 58 64 46 46 11 227 5 93 187 1,660 15.38%

Ｍ４ 52 112 118 219 124 41 11 41 41 41 800 7.41%

計 3,914 1,226 760 1,026 954 967 827 371 299 446 10,790 100.00%

Ｍ１ 3,189 777 533 597 377 742 545 151 197 122 7,230 63.77%

Ｍ２ 77 33 152 197 140 90 78 253 45 45 1,110 9.78%

Ｍ３ 290 54 617 139 205 72 242 114 72 5 1,810 15.96%

Ｍ４ 184 48 52 293 52 9 399 77 48 28 1,190 10.49%

計 3,740 912 1,354 1226 774 913 1264 595 362 200 11,340 100.00%

7,654 2,138 2,114 2,252 1,728 1,880 2,091 966 661 646 22,130

34.64% 9.66% 9.55% 10.17% 7.80% 8.49% 9.44% 4.36% 2.98% 2.91% 100.00%

現在、本市では毎月をＭ１～Ｍ４の行程に分けて検針を行っている。
各Ｍ行程のスパンはおおよそ５日であり、この期間内に検針を終わら
せなければならない。また、表から分かるように検針の６割以上がＭ
１行程に集中しているが、これは水道局の検針行程に合わせているた
めであり、この偏差を是正することは出来ない。したがって、検針の
際には、この偏りを考慮に入れて、人員を集中的に投入する等の対応
が必要となる。
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